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�おもな内容　　main  con ten ts

平成 22 年 秋の叙勲　荒尾市から 3 人 3

12 月 19 日は荒尾市長選挙の投票日です 4

12 月 3 日から 9 日は障害者週間です 12
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撮影には地域住民の皆さんが活躍！

荒尾市内の「万田坑」や「お好み
焼屋」などで撮影が行われ、助丸区
の皆さんのご協力がありました。出
演者の更衣室として公民館を提供。
早朝からの交通整理には、男性陣と
消防団の面々が大活躍し、婦人会の
皆さんによる心温まるおもてなしが
ありました。エキストラとして、有
明高校生、商工会議所青年部、建設
業者、お好み焼屋の皆さんが熱演。

地域の皆さんのご協力でドラマは
完成しました。

また、主人公役の忽那汐里さんは、
助丸区の皆さんから贈られた花束に
驚き、とても喜んでいました。
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ＮＨＫ総合テレビ
12 月 10 日（金）

午後 7時 30 分～ 8時 43 分

▲  助丸区の皆さんと忽那さんの記念写真

主
演
の
忽
那
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里
さ
ん

忽那汐里さん「万田坑」の感想

「九州は初めてでしたが、方言に触
れ、温かいまちだと感じました。万
田坑のような廃墟をこれまで訪れた
ことがなく、ものすごく広く感じま
した。当時働いていた方々の作業着
や道具がそのまま残っていて、実際
に現場に入ったとき、凄く伝わって
くるものがありました」

▲  お好み焼屋で熱演
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瑞宝双光章
上田能照さん（新生西）
福岡西郵便局、荒尾郵便局を経

て万田郵便局長に就任。県北部特
定郵便局長業務推進連絡会長など
を務め、郵政業務を通じて長年に
わたり地域に貢献されました。

秋の叙勲

11 月に 100 歳のお誕生
日を迎えられた松原ミエ
子さんと安部ハジメさん。

11 月 2 日（火）、前畑荒
尾市長から記念品が贈呈
されました。

お 2 人 は ご 家 族 の 皆 さ
んに囲まれ、市長訪問のひ
と時を過ごされました。

1 0 0 歳おめでとうございます！

松原ミエ子  さん（桜山町三丁目） 安部ハジメ  さん（蔵満）

平成 22 年の秋の叙勲において、荒尾市から３人が受章されました。
おめでとうございました。

瑞宝双光章
上村公弘さん（昭和町）
荒尾消防署長や消防本部予防課

長を経て、平成 9 年から 10 年ま
で有明広域行政事務組合消防長を
務め、長年にわたり消防・防災分
野で地域に貢献されました。

「ただただ恐縮です。支持者の皆さん、
住民の皆さん、関係各位のご協力に
よって受章できたもので、深く感謝し
ています。人生の励みになりました。
今後も市民の皆さんのために、お役に
たてることをしていきたいです」

旭日双光章
池田土太郎さん（八幡台 3丁目）
昭 和 54 年 5 月 か ら 平 成 7 年 4

月までの 4 期 16 年間市議会議員
を務め、市勢の発展と文化、福祉
の向上に大きく貢献されました。

丶

「県北部地区の郵便局長や職員の代表
として受章したものと思い、がんばっ
てくれた職員や妻に感謝しています。
地域の役職はなるべく引き受けてきま
した。今までと同じように、地域に貢
献していきたいです」

「叙勲は大変重たいもので、私などが
…と驚きが大きかったですが、ありが
たい気持ちでいっぱいです。大きなご
褒美をいただきました。これからも健
康に留意し、妻とともに地域の役に立
てるようにと思っています」


